































が（東海大学 , 2005； 日本学生支援機構 , 2009, 2011； 文部科







ことが指摘されている（齋藤ら , 2009； 内閣府 , 2009； 北海
道保健福祉部 , 2011警察庁 , 2012； 関西四大学薬物乱用防
止連絡会 , 2016； 京都府健康福祉部薬務課 , 2017）。また、
違法薬物に接する機会が高まり、実際に大麻や危険ドラッ
グなどの薬物に手を出す大学生も増えていることが報告さ
















































　 男子 女子 合計
1年生 13 33 46
3年生 26 14 40
4年生  0  2  2






































































非常に関心がある 0（ 0.0） 2（ 4.8） 2（ 2.3）
ある程度関心がある 2（ 4.3） 6（14.3） 6（ 6.8）
どちらともいえない 5（10.9） 4（ 9.5） 9（10.2）
あまり関心がない 5（10.9） 5（11.9）10（11.4）
ほとんど関心がない 34（73.9）25（59.5）59（67.0）




















2（ 4.3） 4（ 9.5） 6（ 6.8）












薬物使用したことがある 0（ 0.0） 1（ 2.4） 1（ 1.1）
薬物使用を目撃したことがある 0（ 0.0） 0（ 0.0） 0（ 0.0）




無回答 3（ 6.5） 4（ 9.5） 7（ 8.0）
Q6.薬物所持についてどうですか？
薬物所持したことがある 0（ 0.0） 0（ 0.0） 0（ 0.0）
薬物所持を目撃したことがある 0（ 0.0） 3（ 7.1） 3（ 3.4）




無回答 3（ 6.5） 5（11.9） 8（ 9.1）
Q7.知人から薬物使用を勧められたら、どうしますか？
断らずに試しに使用してみる 0（ 0.0） 0（ 0.0） 0（ 0.0）
断固拒絶し、付き合いを止める 26（56.5）19（45.2）45（51.1）
薬物は拒否するが、付き合いは続ける 18（39.1）18（42.9）36（40.9）
無回答 2（ 4.3） 5（11.9） 7（ 8.0）
Q8. 薬物乱用に関する公的な相談窓口の存在についての認識はどう
ですか？
実際に相談したことがある 0（ 0.0） 1（ 2.4） 1（ 1.1）
相談窓口の存在は知っている 12（26.1）14（33.3）26（29.5）
相談窓口の存在は知らない 32（69.6）22（52.4）54（61.4）












































 1．喫煙はストレス解消や集中力向上に有効である＊ 7（15.2） 15（35.7） 22（25.0）
 2．薬物で超能力を得ることができる 2（ 4.4） 3（ 7.1） 5（ 5.7）
 3．一度くらいならシンナーや覚醒剤を使用しても乱用にならない 1（ 2.2） 3（ 7.1） 4（ 4.5）
 4．仲間から薬物を勧められたら、別れるより使用する方を選ぶ 1（ 2.2） 2（ 4.8） 3（ 3.4）
 5．正月に親が許せば飲酒してもかまわない＊ 8（17.4） 20（47.6） 28（31.8）
 6．薬で簡単に痩せられる 5（10.9） 6（14.3） 11（12.5）
 7．薬で運動能力や勉強の効率を高めることができる 4（ 8.7） 6（14.3） 10（11.4）
 8．妊娠中に薬物を使用しても胎児に影響が及ぶことはない 1（ 2.2） 0（ 0.0） 1（ 1.1）
 9．薬を繰り返し使用するといつも同じ効果が現れる 2（ 4.4） 2（ 4.8） 4（ 4.5）
10．法律で規制されていない薬物なら使用しても構わない 3（ 6.5） 8（19.0） 11（12.5）
11．好きなアーティストが薬物乱用で検挙されてもファンを続ける＊ 15（32.6） 22（52.4） 37（42.0）
12．乱用薬物の入手は難しい 29（63.0） 24（57.1） 53（60.2）
13．覚せい剤を使ったらどうなるのか興味がある 6（13.0） 9（21.4） 15（17.0）
14．薬物乱用をするのは特別な人で自分とは関係ない 10（21.7） 9（21.4） 19（21.6）
15．未成年者と大人は薬物に対する感受性が同じである 4（  8.7） 4（ 9.5） 8（ 9.1）
16．市販の医薬品なら治療目的以外に使用しても乱用にならない 2（ 4.4） 4（ 9.5） 6（ 6.8）
17．薬物の効果は一時的で、薬物が体内からなくなれば影響は残らない 2（ 4.4） 3（ 7.1） 5（ 5.7）
18．眠気覚ましにコーヒーを飲むべきだ 22（47.8） 25（59.5） 47（53.4）
19．医薬品は沢山飲めば病気の治りが早くなる 1（ 2.2） 0（ 0.0） 1（ 1.1）
20．乾燥植物などの天然物なら作用がどうであっても使用して構わない 1（ 2.2） 2（ 3.8） 3（ 3.4）
括弧内は％。ゴシック・太字体は、肯定の割合が20％以上。























































れているが（齋藤ら , 2009； 内閣府 , 2009； 北海道保健
福祉部 , 2011警察庁 , 2012； 栗原 , 2013； 関西四大学薬物




















































































東海大学（2005）： 特集 身近に迫るドラッグの恐怖 ! No 







Knowledge about Drug Abuse in University Students Studying in a Local Region
Kyoka TACHI, Kazuki NAKAJIMA, Yoshisuke INOUE,  
Isamu HORISAWA and Yuki OHTAKE
Director 
Hisashi KURIBARA
School of Education, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus), 
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : The purpose of this study was to investigate the knowledge about drug abuse in university students (39 males 
and 49 females) studying in a local city. The results were basically the same as those obtained in big cities of Kansai area. 
The subjects of this study were interested in the effects of smoking, drinking and coffee consumption. In addition, the 
refuse attitude toward the abuse of drug by familiar people was weak, and this tendency was higher in students of upper 
grades than lower grade. These results suggest that the students of this study have refusal position to drug abuse, though 
the risk factors are still present.
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